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今年の夏は猛暑になると予想されています！ 

少しでも違和感を感じたら休憩しましょう。水分

だけでなく塩分補給も忘れずに！ 

5月 21日（土），東京都台東区立 蔵前小学校の親子 51組が，「こだまスイカ産地 

女性の会」会員のハウスでこだまスイカの収穫体験を行いました。 

午後 3時からの開始で，やや涼しく，収穫体験をしやすい天候でした。 

始めに，女性の会から筑西市と桜川市がこだまスイカの産地である事や，スイカのツルを踏ま

ないようにするなどの説明がありました。ハウスの中に入るのを待ちきれない様子の子ども達で

したが，数人ずつ順番にハウスに入り，事前にくじ引きで決めた番号のこだまスイカを収穫しま 

6月 2日（木），農業学園開講式および第 1回講座を筑西市深見農村集落センターにて開催し，

関係機関含め 13名が出席しました。 

第 1 回講座は，普通作・園芸（イチゴ）・畜産の

複合経営と，生産物の加工販売に取り組んでいる

（有）ファームオアシスの事例を学びました。代表

の篠崎毅経営士から，複合経営に至るまでの道のり

をお話しいただいた後，牛舎，イチゴハウス，加工

販売施設を見学しました。 

見学の後は受講生各自で，ワークシートに経営状

況や目標，悩みを記入し，意見交換会を行いしまし

た。ほ場の水はけの改善や，労働力の確保について

等，参加者同士共通の悩みが多く，就農年数の長い

学園生が今年就農した学園生にアドバイスを送る

など，積極的な交流がみられました。 

 

した。 

収穫したスイカを持って，「重たーい」「早く

食べたい」と子ども達は嬉しそうな声で話し

ていました。 

普及センターではこだまスイカ産地女性の

会によるこだまスイカの消費宣伝・食育活動

を支援していきます。 

 

←)牛舎の見学 

↓)意見交換会 



 

普及員のひとりごと ～ 興津 正一 ～ 

   

 

【編集者のつぶやき】 

皆様からのご意見・情報をお待ちしております。 

    下妻市の農業経営士，倉持氏は「味よりも，規格に合った商品」が流通することに疑問を持

ち，「直接消費者に味を評価してほしい」という思いで今年 4 月に食肉加工・直売所「ぶぅーぶー」

をオープンしました。 

倉持氏は，アミノ酸含量の多い種豚の改良や，下妻産の

飼料用米と独自の配合飼料の給餌，定期的に食味分析を行

うなどこだわりをもち，おいしい豚肉の生産を心がけてい

ます。こうして生産された豚肉は，一般の三元豚よりも旨

味・甘味・風味が優れ，さっぱりとして豚肉特有の臭いの

少ない特徴があり，「伝説の下妻金豚」として販売してい

ます。また，ベーコンやソーセージ，ハムにもこの豚肉を

使用し，約 50種もの商品を提供しています 

5月 16日，こだまスイカ産地女性の会からの要望もあり，カネコ種苗株式会社  

並木氏を招いて「婦人方トマト栽培講習会」が JA北つくばと普及センターの共催で行われました。 

 講習会では，一般的な講習会のような「この作業をしましょう」ではなく，トマトの生態を交え

つつ，栽培に関して「なぜこの作業が必要なのか」ということを中心とした内容でした。参加者も，

「なぜ？」と思っていた生育障害の原因について納得できたようで「そういうことか」という声が

聞こえました。質疑応答も活発におこなわれ，生産者の向上心を感じる講習会となりました。 

今更ですが，茨城のブラン
ドメロン「イバラキング」を
初めて食べました。語彙力不
足で「おいしい」以上に伝え
られないのが心苦しいです。 
今年の旬は終わってしま

しましたが，是非食べてみて
ください!!（梶山） 

４月から筑西市の普通作を担当することになりました。 

市内各地に調査で出歩いているのですが，中腰での調査で膝腰が

痛くなり立ち上がると視界に筑波山。それぞれの場所で様々に表

情をかえる紫峰の美しい姿に癒されています。 

 

コナジラミ類は、トマト黄化葉

巻病、黄化病を媒介します。施設で

はネット等の展帳と早めの防除を

心がけ、施設内での増殖を防ぎまし

ょう。 

平成 25年から経営・普及部門で

はコナジラミ類の発生予測を行っ

ています。 

本年は昨年同様発生が早いよう

です。十分に注意しましょう。 

 

下妻市谷田部石橋 1264‐3 

営業時間 / 11:00～19:00 定休日 / 月曜日 


